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実質性か脳血管芽腫は,その手衛的療法において榛埼
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性のものをこ限れば,より高い死亡率であったと予想され

る.以上のことから小脳血管芽腫,とりわけ実質性の屯
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9)非感染性上架状洞血栓症の5例
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当科で経験した非感染性上条状洞血栓症5例の基礎疾

患撃画像所見 臨床経過を分析した.症例は3歳から48

歳までの男性3例,女性2例である申監基礎疾患意基礎
疾患は5例中速例にあり,再生不良性霧血-発作性夜間
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